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國
書
館
の
代
替
は
困
難
で
あ
る
と
評
価
す
る

傾
向
が
強
い
（
注
6
)
。

（
二
）
問
題
点

公
民
館
の
最
大
の
問
題
点
は
、
要
求
課
題

に
関
す
る
学
級
・
講
座
（
以
下
、
「
講
座
」
と

い
う
）
が
多
く
、
必
要
課
題
（
地
域
課
題
）

に
関
す
る
講
座
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
（
注
7
)
。

社
会
的
な
課
題
に
対
す
る
社
会
教
育
行
政
側

の
反
応
が
鈍
い
と
い
う
意
見
（
注
8
)

や
社
会
的

に
求
め
ら
れ
て
い
る
事
業
に
は
「
参
加
者
が

集
ま
ら
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
（
注
9
)

、

様
々
な
対
応
策
が
検
討
さ
れ
試
み
ら
れ
て
い

る。
他
方
、
図
書
館
の
最
大
の
問
題
点
は
、
図

書
館
を
利
用
し
て
課
題
解
決
に
必
要
な
情
報

を
入
手
し
て
い
る
人
が
ま
だ
少
な
い
こ
と
（
注
10)

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
図
書
館
で
は
、
来
館

し
な
い
住
民
に
広
く
広
報
を
行
っ
た
り
、
図

書
館
や
資
料
を
活
用
す
る
た
め
の
講
座
を
多

数
開
催
し
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
公
民
館
、
図
書
館
に
は
そ

れ
ぞ
れ
固
有
の
問
題
点
が
あ
る
。

二
．
連
携
・
協
力
に
関
す
る
基
準
と
報
告

こ
れ
ま
で
、
公
民
館
と
図
書
館
の
連
携
に

つ
い
て
論
じ
た
国
の
基
準
や
報
告
に
は
次
の

4
点
が
あ
る
。

（
一
）
『
公
民
館
基
準
の
解
説
』

(
1
9
6
2
)
（注
11)

1
9
5
9
年
に
大
臣
告
示
さ
れ
た
「
公
民

館
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
の
解

説
書
で
、
著
者
は
、
文
部
省
の
吉
里
邦
夫
と

中
島
俊
教
で
あ
る
。
図
書
室
の
運
営
と
図
書

館
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

第
一
に
、
図
書
室
に
必
ず
備
え
る
図
書
を

挙
げ
、
第
二
に
、
図
書
室
に
図
書
館
か
ら
配

本
（
貸
出
）
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

定
期
配
本
の
ほ
か
、
講
座
の
内
容
や
地
域
産

業
に
関
す
る
図
書
等
で
あ
る
。
講
義
、
実
習
、

研
究
、
協
議
用
施
設
に
も
関
係
図
書
を
置
き
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
第
三
に
、
公
民

館
は
、
社
会
教
育
活
動
と
図
書
館
が
提
供
す

る
資
料
を
結
び
つ
け
、
そ
の
利
用
の
促
進
に

努
め
る
。
図
書
館
は
、
本
来
の
専
門
的
な
事

務
に
専
念
し
、
図
書
館
資
料
の
利
用
は
公
民

館
に
委
ね
る
。

こ
の
特
徴
は
、
公
民
館
は
、
図
書
室
を
設

置
す
る
だ
け
で
な
く
、
図
書
館
か
ら
配
本

（
貸
出
）
を
受
け
、
図
書
館
資
料
の
活
用
に
努

め
る
点
で
あ
り
、
図
書
館
と
公
民
館
が
補
い

合
っ
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

（
二
）
『
公
民
館
経
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

(
1
9
7

7
)
（注
12)

「
図
書
室
の
運
営
と
相
談
事
業
」
の
章
で
、

中
島
俊
教
が
図
書
室
の
運
営
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
点
は
、
講
座
を
開

き
た
い
が
、
多
数
の
講
座
を
開
け
な
い
場
合

や
、
参
加
者
が
集
ま
り
に
く
い
た
め
、
講
座

を
開
け
な
い
場
合
に
、
図
書
で
学
べ
る
よ
う

に
、
講
座
の
内
容
に
相
当
す
る
図
書
を
整
備

し
て
お
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
講
座
の
不
足
を
図
書
室
の
活
用
に

よ
っ
て
補
う
考
え
方
で
あ
る
。

（
三
）
社
会
教
育
審
議
会
社
会
教
育
施
設
分
科

会
「
新
し
い
時
代
（
生
涯
学
習
・
高
度

情
報
化
の
時
代
）
に
向
け
て
の
公
共
図

書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
ー
中
間
報
告

|
」
「
（
1
9
8
8
)
（注
13)

社
会
教
育
審
議
会
社
会
教
育
施
設
分
科
会

の
報
告
で
あ
る
（
以
下
、
「
社
教
審
報
告
」
と

い
う
）
。
図
書
館
と
社
会
教
育
施
設
等
と
の
連

携
を
提
案
し
て
い
る
。
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意

義
」
で
は
、
各
施
設
の
持
つ
資
料
が
他
施
設

の
事
業
に
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
挙

げ
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
内
容
」
で
は
、
各
施

設
が
事
業
を
企
画
・
実
施
す
る
際
に
参
考
と

な
る
資
料
の
入
手
や
情
報
の
収
集
等
が
容
易

に
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
講
座
等
を
企

画
・
実
施
す
る
際
の
各
施
設
の
職
員
や
関
係

者
の
協
力
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
図
書
館
側
か
ら
、
社
会
教
育
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施
設
と
の
連
携
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
四
）
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
検
討
協

力
者
会
議
『
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
』

(
2
0
0
6
)
（注
14)

図
書
館
が
、
地
域
の
課
題
解
決
支
援
の
た

め
に
、
社
会
教
育
施
設
や
行
政
部
局
、
団

体
・
機
関
等
と
連
携
し
て
、
資
料
や
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
行
政
部

局
に
重
点
を
置
き
、
改
革
の
方
法
を
解
説
し

て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
、
新
た
に
地
域
の
課

題
解
決
支
援
を
提
案
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
五
）
基
準
・
報
告
の
影
響

こ
れ
ら
の
基
準
や
報
告
は
、
い
ず
れ
も
公

民
館
ま
た
は
社
会
教
育
施
設
と
図
書
館
の
連

携
を
提
案
し
て
い
る
が
、
時
期
と
立
場
が
異

な
る
。
『
公
民
館
基
準
の
解
説
』
や
『
公
民
館

経
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
は
、
公
民
館
関
係
の

資
料
で
あ
る
た
め
、
図
書
館
関
係
者
に
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
「
社
教
審
報
告
」

や
『
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
』
は
、
公
民
館

関
係
者
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と

思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
民
館
関
係
者
と

図
書
館
関
係
者
の
共
通
認
識
に
は
な
っ
て
い

な
い
。ま
た
、
『
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
』
は
、
図

書
館
職
員
に
広
く
読
ま
れ
、
運
営
の
指
針
と

し
て
活
用
さ
れ
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、

公
民
館
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は

論
じ
て
い
な
い
。
な
お
、
日
本
の
都
道
府
県

に
は
公
民
館
が
な
い
た
め
、
都
道
府
県
立
図

書
館
は
他
の
施
設
と
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
連
携
・
協
力
の
意
義

こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
公
民
館
の
資
源

と
し
て
、
公
民
館
図
書
室
、
図
書
館
の
資
源

と
し
て
、
資
料
の
提
供
（
貸
出
）
に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

た
い
。

(
-
）
図
書
館
に
よ
る
支
援

公
民
館
図
書
室
に
講
座
で
の
学
習
に
役
立

つ
図
書
等
の
資
料
が
あ
れ
ば
、
学
習
の
参
考

資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
ほ
か
、
講
座
の
企

画
の
参
考
に
す
る
こ
と
も
で
き
、
多
様
な
講

座
の
企
画
に
役
立
つ
。
さ
ら
に
、
公
民
館
職

員
の
研
修
に
も
役
立
つ
。

必
要
と
な
る
資
料
は
、
講
座
に
よ
っ
て
異

な
り
、
絶
え
ず
新
し
い
資
料
が
必
要
に
な
る

た
め
、
小
規
模
な
図
書
室
単
独
で
の
収
集
や

保
存
は
困
難
で
あ
る
。
吉
里
と
中
島
が
提
案

す
る
よ
う
に
、
図
書
館
か
ら
の
配
本
（
貸
出
）

を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
入
れ
替
え
る
方
が

効
率
的
で
あ
る
。

こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
ず
図
書
室
の

活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。
専
門
職
員
が
配
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
少
な
い
た
め
、
図
書
室

の
運
営
に
は
図
書
館
に
よ
る
支
援
が
必
要
で

あ
る
。
秋
田
県
立
図
書
館
で
は
、
最
近
、
市

町
村
の
公
民
館
図
書
室
等
を
対
象
に
特
別
支

援
制
度
を
設
け
、
職
員
へ
の
助
言
、
運
営
改

善
の
支
援
、
職
員
の
研
修
等
を
行
っ
て
成
果

を
挙
げ
て
い
る
（
注
15)0

次
に
、
図
書
館
は
主
な
資
料
の
複
本
を
購

入
し
、
長
期
間
・
大
量
に
貸
出
す
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
図
書
館
に
は
公
民
館
を
重

視
す
る
方
針
の
決
定
が
必
要
で
あ
る
。

図
書
館
が
地
域
の
課
題
解
決
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
現
在
、
公
民
館
と
図
書
館
の

連
携
に
は
新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
て
い
る
。

（
二
）
公
民
館
か
ら
の
支
援

他
方
、
公
民
館
も
図
書
館
を
支
援
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
講
座
の
参
加
者
や
社
会
教
育

関
係
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
図
書
館
に

関
す
る
広
報
（
掲
示
、
チ
ラ
シ
の
配
付
等
）

や
利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
講
座
に
関
連
す
る

資
料
の
紹
介
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

図
書
館
職
員
の
協
力
を
得
て
、
図
書
館
資

料
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
や
図
書
館
と
資
料
・

情
報
の
活
用
の
た
め
の
講
座
（
後
出
）
を
開

く
こ
と
も
で
き
る
。

（
三
）
公
民
館
と
図
書
館
の
役
割
分
担

こ
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
公
民
館
と
図
書
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館
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

公
民
館
と
図
書
館
で
は
、
利
用
形
態
と
学

習
内
容
が
異
な
る
。
公
民
館
は
、
受
講
者
の

集
団
に
対
し
講
座
を
実
施
す
る
。
図
書
館
は
、

個
人
に
資
料
を
提
供
す
る
。
図
書
館
で
は
、

誰
で
も
、
す
べ
て
の
主
題
に
つ
い
て
自
主
的

に
学
習
で
き
る
。
公
民
館
で
は
、
特
定
テ
ー

マ
に
関
し
て
集
団
に
よ
る
学
習
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

二
章
で
挙
げ
た
資
料
で
は
、
公
民
館
と
図

書
館
が
、
次
の

3
点
で
相
互
に
協
力
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
種
の
役

割
分
担
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
『
公
民
館
基
準
の
解
説
』
で
は
、

図
書
館
資
料
の
利
用
は
公
民
館
に
委
ね
る
と

述
べ
て
い
る
。
図
書
館
の
本
来
の
業
務
は
資

料
提
供
で
あ
り
、
利
用
促
進
に
割
け
る
労
力

に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
公
民
館
に
よ
る
支

援
は
効
果
的
で
、
利
用
の
増
加
に
つ
な
が
る
。

第
二
に
、
『
公
民
館
経
営
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

で
は
、
講
座
を
開
け
な
い
場
合
に
図
書
室
の

図
書
で
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
図
書
館
の
図
書
で
も
可
能
で

あ
る
。
す
べ
て
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
座
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
講
座
を
行
え

な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
資
料
の

提
供
に
よ
っ
て
、
住
民
の
自
主
的
な
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
「
社
教
審
報
告
」
で
は
、
「
事
業

の
企
画
・
実
施
」
の
た
め
の
他
施
設
の
資
料

の
活
用
と
職
員
の
協
力
を
提
案
し
て
い
る
。

公
民
館
で
は
、
講
座
の
企
画
に
図
書
館
資
料

を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
民
館
と
図
書
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

形
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

形
で
補
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
合
わ
せ
て

捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
公
民
館
と
図

書
館
の
本
質
的
な
関
係
を
示
す
も
の
と
考
え

て
い
る
。

（
四
）
二
種
類
の
学
習

住
民
の
学
習
に
は
、
講
座
に
よ
る
学
習
と

資
料
・
情
報
の
利
用
に
よ
る
学
習
の
両
方
が

必
要
で
あ
り
、
両
者
は
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。
住
民
が
学
習
す
る
場
合
、
図
書
や
雑

誌
•
新
聞
等
の
文
献
だ
け
で
学
習
し
た
り
、

文
献
を
ま
っ
た
く
読
ま
ず
に
学
習
し
た
り
す

る
こ
と
は
少
な
い
。
図
書
等
を
読
む
と
と
も

に
、
同
じ
関
心
の
あ
る
人
と
話
し
合
い
、
意

見
を
交
換
し
、
関
係
者
の
話
を
聞
い
て
学
習

す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
図
書
等
を
読
む
こ
と
、
図

書
館
を
利
用
す
る
こ
と
は
学
習
の
一
部
で
あ

る
。
し
か
し
、
図
書
館
分
野
で
は
、
図
書
館

利
用
は
学
習
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
公
民
館
分
野
で
は
、

資
料
を
利
用
す
る
学
習
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
い
。

四
連
携
・
協
力
の
現
状
と
課
題

(
-
）
連
携
の
現
状

公
民
館
と
図
書
館
の
連
携
は
ど
の
よ
う
な

状
態
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
に
よ
る

2
0
1

0
年
の
全
国
市
町
村
立
図
書
館
の
調
査
で
は
、

「
社
会
教
育
施
設
（
博
物
館
等
）
」
に
対
す
る

連
携
の
実
施
率
は

3
8
.
9
％
で
、
小
・
中
学

校
（
図
書
館
）

85
．
4
%
、
幼
稚
園
・
保
育

園

6
9
.
9
%
、
自
治
体
の
各
部
局
・
各
施
設

5
0
.
8
%
、
福
祉
施
設
（
介
護
施
設
等
）

4
1
.
1
％
に
次
ぐ
第
5
位
で
あ
る
（
注
16)
。
公
民

館
と
図
書
館
の
連
携
の
意
義
が
明
確
に
な
れ

ば
、
図
書
館
も
、
よ
り
積
極
的
に
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
連
携
の
課
題

大
学
に
は
大
学
図
書
館
、
学
校
に
は
学
校

図
書
館
が
あ
り
、
近
年
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
等
の
学
習
を
支
援
す
る
機
能
の
点

で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
公
民
館
に
も
図
書
室

が
必
要
で
あ
り
、
同
様
に
「
公
民
館
の
図
書
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館
」
と
し
て
、
学
習
を
支
援
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
図
書
館
は
、
学
校
と
学
校
図
書
館
を

支
援
し
て
、
既
に
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、
同

様
に
公
民
館
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
民
館
に
対
す
る
支
援
は
、
既
に
あ
る
程
度

実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
拡
大
・
充
実

が
課
題
で
あ
る
。

支
援
の
拡
大
・
充
実
を
図
る
に
は
、
次
の

3
つ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
に
、

図
書
館
と
公
民
館
の
両
方
で
並
行
し
て
取
り

組
め
る
よ
う
に
、
図
書
館
と
公
民
館
に
関
す

る
基
準
や
報
告
で
、
同
時
に
並
行
し
て
提
案

を
行
う
こ
と
。
第
二
に
、
職
員
の
養
成
や
研

修
に
お
い
て
、
図
書
館
職
員
に
は
公
民
館
や

社
会
教
育
に
つ
い
て
、
公
民
館
職
員
に
は
図

書
館
や
資
料
利
用
法
に
つ
い
て
、
双
方
に
公

民
館
図
書
室
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
学
習
す

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
。
第
三
に
、
実
際
の

事
例
を
含
む
具
体
的
な
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
、

普
及
を
図
る
こ
と
。
こ
の

3
点
で
あ
る
。

五
．
社
会
教
育
事
業
の
展
望

公
民
館
と
図
書
館
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に

考
え
た
場
合
、
両
方
の
施
設
を
効
果
的
に
活

用
す
る
社
会
教
育
事
業
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
講
座
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一

例
を
考
え
て
み
た
い
。

(
-
）
住
民
・
地
域
団
体
に
よ
る
地
域
調
査

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
住
民
や
地
域
団
体

が
自
主
的
に
地
域
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
例

が
見
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
調
査
方
法
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

宮
内
泰
介
（
北
海
道
大
学
）
は
、
『
自
分
で

調
べ
る
技
術
ー
市
民
の
た
め
の
調
査
入
門
』

(
2
0
0
4
)
で
、
市
民
が
、
地
域
の
問
題
、

社
会
的
問
題
の
解
決
の
た
め
に
行
う
調
査
の

方
法
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
（
注
17)

。
市
民

が
、
行
政
の
施
策
に
対
し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
で
意
見
を
述
べ
る
た
め
、
ま
た
は
、

行
政
の
施
策
に
参
加
す
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、

行
政
、
専
門
家
、
マ
ス
コ
ミ
に
頼
ら
ず
、
地

域
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
問
題
を

的
確
に
発
見
し
調
査
す
る
方
法
が
必
要
で
あ

る
。
資
料
・
文
献
調
査
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、
ま
と
め
か
た
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

等
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

高
原
稔
（
地
域
問
題
研
究
所
）
は
、
『
市
民

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
す
す
め
：
み
ん
な
の
調
査

カ
・
情
報
力
で
地
域
を
変
え
よ
う
！
」
（

2
0

0
7
)
で
、
市
民
に
よ
る
地
域
の
調
査
を

「
市
民
調
査
」
と
呼
び
、
そ
の
方
法
を
解
説
し

て
い
る
（
注
18)
。
市
民
は
政
策
の
立
案
や
条
例
の

制
定
に
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
が
、

市
民
に
は
地
城
経
営
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、

取
り
扱
い
、
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
調
査
の
設
計
、
文
献
探

索
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、

事
例
調
査
、
情
報
の
記
録
・
整
理
・
図
解
、

報
告
書
の
作
成
等
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
る
。

牧
瀬
稔
（
地
域
開
発
研
究
所
）
は
、
『
政
策

形
成
の
戦
略
と
展
開
？
目
治
体
シ
ン
ク
タ
ン

ク
序
説
』

(
2
0
0
9
)
で
、
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
、
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
現
状
、

実
際
、
可
能
性
、
行
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る（注
19)
。
今
後
、
地
方
分
権
に
よ
っ
て
都
市
間

競
争
が
進
展
す
る
た
め
、
自
治
体
で
は
政
策

形
成
力
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
一

つ
の
手
段
と
し
て
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が

あ
る
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
機
能
の
中
で
、
政

策
研
究
の
た
め
の
調
査
・
研
究
機
能
に
つ
い

て
論
じ
、
調
査
の
た
め
の
統
計
の
加
工
・
分

析
、
独
自
デ
ー
タ
の
収
集
・
加
工
・
分
析
に

言
及
し
て
い
る
。

（
二
）
学
習
・
調
査
方
法
の
学
習

社
会
教
育
に
お
い
て
も
、
公
民
館
と
図
書

館
が
協
力
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
住
民
や
地

域
団
体
に
よ
る
調
査
を
支
援
す
る
こ
と
が
で

き
る
。社
会
人
が
、
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
学
習

す
る
に
は
、
ま
ず
、
学
習
方
法
、
傭
報
の
利
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活
用
方
法
（
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
）
、
調
査
方
法
、

学
習
成
果
の
発
表
方
法
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

地
域
や
個
人
の
課
題
に
関
す
る
各
分
野
に
つ

い
て
学
習
す
る
に
は
、
そ
れ
以
前
に
、
学
習

方
法
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
方
法
の
知

識
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
体
系
的
に
学
べ
ば
、
そ
れ
以
後

の
す
べ
て
の
分
野
の
学
習
に
役
立
ち
、
効
率

的
な
学
習
が
で
き
、
学
習
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
学
習
は
、
地
域
課
題
、

現
代
的
課
題
の
学
習
に
役
立
つ
。

こ
れ
に
は
、
図
書
館
の
利
用
方
法
や
読
書

の
方
法
等
が
含
ま
れ
る
た
め
、
結
果
と
し
て
、

図
書
館
や
図
書
館
資
料
の
利
用
も
増
え
る
。

こ
の
よ
う
な
講
座
の
企
画
に
は
、
公
民
館
職

員
と
図
書
館
職
員
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
教
育
行
政
で
は
、
ど
の
分
野
の
学
習

に
も
役
立
つ
基
礎
的
な
能
力
を
学
ぶ
学
習
が

効
果
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
子
育
て
や
高

齢
者
教
育
等
の
分
野
に
つ
い
て
講
座
を
行
う

場
合
も
、
こ
の
よ
う
な
学
習
方
法
に
重
点
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

連
携
に
は
、
両
方
の
立
場
と
事
情
を
知
っ

て
い
る
人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
ず
、
お

互
い
が
、
相
手
の
現
状
に
つ
い
て
学
習
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

2

0
0
9
年
に
制
定
さ
れ
た
司
書
資
格
を
得
る

た
め
の
履
修
科
目
で
は
、
「
生
涯
学
習
概
論
」

2
単
位
を
必
修
科
目
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を

活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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